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南九州・沖縄ブロック 

在宅医療連携拠点事業報告会 



玉名郡市のご紹介 

人口：約１１万人 

高齢化率：約36％～26％ 

要介護認定率：20％～25％ 

※日本全体の１０年先を 

  走っています？ 

☆ 圏域内でも在宅医療を巡る環境に大きな違いがある。 

☆ 圏域でも診療所数や施設の数に隔たりがあり、住民も生活圏域が違う 

☆ 訪問診療や訪問看護は他地域と比べ充実している 



拠点事業があったから気づけた 

大切なこと 



拠点活動から気づいた玉名における連携とは  
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現場のためのアクション 



連携の具体的なアクションとして 



たまな在宅ネットワークの特徴１ 

★ 強化型在支診・在支病（ネットワーク型） 
 

★ 自主的な組織である 
 

★ 在宅多職種ネットワーク 
 在支診・在支病のネットワークにとどまらない 

 医師・訪問看護・病院看護・ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・訪問薬剤師 

 病院薬剤師・MSW・ケアマネージャー・介護福祉士 

 ホームヘルパー・社会福祉士 

 （今後は歯科医師・歯科衛生士・管理栄養士も） 
 

 

★ 参加の敷居を低くしている 
 



たまな在宅ネットワークの特徴２ 

★ 学び合う「場」である 
 ケースカンファレンスの他に、勉強会も。 

 

 

★ 飲みニュケーション有り 
 月例カンファレンスのあとは「かわせみ」へ 

 

 

★ ローテクでローコストＩＴ化 
 患者情報の共有化はローテクな方法で 

 （既存の書類をＦＡＸしてもらい、入力の二度手間
が不要。高いＩＴリテラシーは必要ない） 

 



ITの落とし穴 

 

 



ローテク・ローコストITが素晴らしい 

どんな通信手段でもICTできるために 

 

たまな在宅ネットワークが活用する「cybozu  kintone」 
 

 

 





現場のためのアクション 



「講演会」「研修会」の落とし穴 



双方向・参加型の「場」 



グーループワークの落とし穴 

 

 



課題抽出から「アクション」の場へ 

「たまな在宅医療・療養を考えるWish Poem」 
《参加者≫ 

 医師・歯科医師・薬剤師・訪問看護・中核病院連携室・MSW・ケアマネ 

 セラピスト・施設関係・障害関係・管理栄養士・救急救命士・行政 他  70数名 



双方向・参加型の「場」 



双方向・参加型の「場」 



「講演会・研修会・集会」は 

いつも双方向で参加型 



現場のためのアクション 



共通様式の落とし穴 



現場のためのアクション 



ＮＰＯや任意団体との協働 

食支援 

口腔ケア 治療 

嚥下体操 口腔機能 

ADL向上 栄養サポート 

 

 ★ 介護の現場へ出前講座 

 

 ★ 在宅関係職種向け「現場を変える」企画 



ＮＰＯや任意団体との協働 

 

 ★ 「医師とのコミュニケーション講座」 
 

 ★ 知らないことを教え合う、「たまな在宅塾」 
 
 ★ たまな的 「ケアマネになろう！」企画 



ＮＰＯや任意団体との協働 

 

 ★ 有明摂食・嚥下研究会  
  （医科・歯科・介護多職種勉強会） 
 
 ★ 薬剤師会 
  （訪問薬剤師推進勉強会・多職種勉強会） 
 
 ★ 介護支援専門員会 
   （医療・介護勉強会） 



「現場」につなげる！ 

協働ができる！ 



在宅医療のシンクタンクとして 
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① 「い・き・か・た」という   
関係を大切にしていきます 

② 「現場」のために 

「アクション」を起こしていき
ます 



ご清聴ありがとうございました 
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